
 

 

  社 
楽 

神
奈
川
県
立
川
崎
図
書
館 

が
所
蔵
す
る 

全
国
有
数
の
〈
社
史
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を 

さ
ら
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、 

社
史
の
使
い
方
や
、
社
史
の
楽
し
さ
、 

社
史
情
報
な
ど
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。 

Ｖｏｌ.37 

2015/01 

初
め
て
「
社
楽
」
を
執
筆
し
ま
す
、
新
米
司
書

の
松
っ
さ
ん
（
ま
っ
さ
ん
）
で
す
。
社
史
の
あ
ら

ゆ
る
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ
っ
て
早
９
ヶ
月
が
経
ち
、

２
０
１
５
年
の
未
年
を
迎
え
ま
し
た
。
未
年
生
ま

れ
の
私
に
は
な
ん
だ
か
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま

す
。
そ
ん
な
２
０
１
５
年
・
未
年
の
最
初
を
飾
る

今
号
で
は
、
社
名
・
団
体
名
に
「
羊
」
の
入
っ
た

社
史
や
団
体
史
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

ＳＨＡ 

ＲＡＫＵ 

 

謹
賀
新
年
、
羊
に
ち
な
ん
だ
社
史
で
す
。 

〇 

『
白
き
羊
た
ち
の
軌
跡 

白
羊
鉛
筆
四
十
年
の

歩
み
』
（
１
９
９
６
年
刊
）
は
、
白
羊
鉛
筆
株
式

会
社
が
社
名
を
変
更
し
、
株
式
会
社
ベ
ネ
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
再
出
発
し
た
際
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

白
羊
鉛
筆
の
は
じ
ま
り
は
北
海
道
で
開
業
し
た

木
材
店
で
す
。
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
鉛
筆
事
業
を

始
め
、
東
京
進
出
と
同
時
に
社
名
を
白
羊
鉛
筆
と

し
ま
し
た
。
白
羊
鉛
筆
創
業
者
・
小
林
一
夫
氏
は
、

こ
れ
か
ら
の
国
際
社
会
で
は
、
清
潔
で
や
さ
し
い

羊
が
子
供
た
ち
に
良
い
印
象
を
与
え
る
と
確
信

し
、
平
和
の
象
徴
と
さ
れ
る
白
い
羊
を
起
用
し
た

そ
う
で
す
。
社
史
で
は
、
白
羊
鉛
筆
と
し
て
鉛
筆

事
業
を
行
っ
て
き
た
４
０
年
間
を
振
り
返
っ
て

い
ま
す
。 

（
裏
面
に
続
く
） 

○ 

ま
ず
、『
中
和
羊
毛
工
業
２
０
年
の
あ
ゆ
み
』

（
１
９
７
３
年
刊
）
で
す
。
同
社
は
羊
毛
を
作

る
中
間
工
程
で
出
来
る
ト
ッ
プ
を
輸
入
し
、
毛

製
品
の
原
料
な
ど
に
加
工
す
る
事
業
等
を
行

う
メ
ー
カ
ー
で
す
。 

本
書
は
３
部
構
成
で
、
日
本
の
羊
毛
業
界
全

般
を
記
し
た
「
ト
ッ
プ
工
業
か
ら
眺
め
た
日
本

羊
毛
工
業
の
変
遷
」、「
中
和
羊
毛
工
業
２
０
年

の
あ
ゆ
み
」
、
さ
ら
に
「
特
集
篇
」
で
は
工
場

内
部
の
様
子
や
、
技
術
的
な
解
説
、
試
験
法
、

「
ト
ッ
プ
工
業
の
用
語
集
」
も
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
巻
頭
で
は
、
社
員
旅
行
や
部
活
動
な
ど
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
写
真
も
多
数
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

 



 （
表
面
か
ら
続
く
） 

○ 

『
日
本
緬
羊
協
会
史
』（
２
０
０
３
年
刊
）
は
、
社
団
法

人
日
本
緬
羊
協
会
の
設
立
か
ら
解
散
し
て
社
団
法
人
畜

産
技
術
協
会
と
統
合
す
る
ま
で
の
５
８
年
間
を
ま
と
め

て
い
ま
す
。
「
緬
羊
」
（
め
ん
よ
う
）
と
は
、
羊
の
別
称

で
す
。
日
本
緬
羊
協
会
は
、
戦
後
、
他
の
畜
産
団
体
よ

り
も
比
較
的
早
く
に
設
立
さ
れ
、
羊
や
ヤ
ギ
の
生
産
、

利
用
の
促
進
・
振
興
に
努
め
ま
し
た
。
緬
羊
の
普
及
を

図
る
た
め
、
指
導
用
映
画
の
制
作
や
羊
肉
料
理
店
を
開

業
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

〇 

『
変
化
対
応 

あ
く
な
き
創
造
へ
の
挑
戦
』（
２
０
０
７

年
刊
）
は
、
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
が
発
行
し
た

社
史
で
す
。
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
も
強
い
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
堂
で
す
が
、
そ
の
始
ま
り
は
浅
草
で
開
業
し

た
洋
品
店
「
羊
華
堂
」
で
し
た
。
株
式
会
社
ヨ
ー
カ
堂

と
し
て
設
立
し
た
の
は
１
９
５
８
年
。
そ
の
後
、
１
９

６
５
年
に
社
名
表
記
を
変
更
し
、
イ
ト
ー
・
ヨ
ー
カ
堂

と
し
ま
し
た
。
本
格
的
に
食
品
売
場
を
展
開
し
た
の
は

１
９
６
７
年
、
そ
の
第
一
号
店
が
東
京
都
墨
田
区
の
曳

舟
店
で
し
た
。
現
在
は
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

と
共
同
で
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
立

ち
上
げ
た
り
、
中
国
に
進
出
し
て
華
糖
ヨ
ー
カ
堂
を
設

立
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。  

●お問い合わせ先 神奈川県立川崎図書館 科学情報課 

210-0011 川崎市川崎区富士見２－１－４ 

電話：044-233-4537 ＦＡＸ：044-210-1146 

http://www.klnet.pref.kanagawa.jp/kawasaki/index.html 

 

○ 

『
日
本
羊
毛
輸
入
同
業
会
再
発
足
２
０
周
年
記
念
』
（
１

９
６
７
年
刊
）
は
、
日
本
羊
毛
輸
入
同
業
会
が
戦
後
再
結

成
し
て
か
ら
２
０
年
、
戦
前
の
結
成
時
を
含
め
て
５
０
年

を
ま
と
め
た
団
体
史
で
す
。
再
結
成
か
ら
２
０
年
が
経
っ

た
１
９
６
７
年
は
偶
然
に
も
未
年
で
し
た
。
本
書
は
２
０

周
年
記
念
式
典
と
パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
が
多
く
の
写
真

で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
式
典
の
挨
拶
文
の
後
に
は
関
係

団
体
所
属
の
６
名
の
方
々
か
ら
の
祝
辞
が
載
っ
て
い
ま

す
。
内
５
名
は
外
国
の
方
々
か
ら
の
英
語
の
祝
辞
で
あ

り
、
国
際
的
に
信
頼
性
の
あ
る
団
体
で
あ
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
。 

○ 

日
本
羊
腸
輸
入
組
合
の
年
史
は
『
１
５
年
の
あ
ゆ
み
』

（
１
９
７
８
年
刊
）、
『
２
５
年
の
あ
ゆ
み
』（
１
９
８
９

年
刊
）『
５
０
年
の
あ
ゆ
み
』（
２
０
１
３
年
刊
）
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
日
本
羊
腸
輸
入
組
合
は
粗
悪
品
輸
入
を
防

止
す
る
た
め
の
検
査
機
関
を
設
け
る
た
め
、
羊
腸
輸
入
業

者
の
有
志
に
よ
り
１
９
６
３
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
１

９
８
２
年
に
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
１
社
か
ら
“
手
づ
く
り

風
粗
挽
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
”
が
発
売
さ
れ
、
第
３
期
ウ
ィ
ン

ナ
ー
ブ
ー
ム
の
最
先
端
に
立
ち
、
市
場
で
も
天
然
羊
腸
詰

の
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
主
役
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
は

東
京
都
の
五
反
田
本
部
の
ほ
か
、
横
浜
市
や
千
葉
県
成
田

市
に
検
査
所
を
設
置
し
、
衛
生
対
策
を
中
心
と
し
た
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
科
学
情
報
課
・
松
永
）  

今回は昨年の馬に続き羊の社史ということで、どのような社史に焦点を合わせるべきか悩みました。

「羊」といっても、羊毛や羊肉などのイメージしやすいものだけでは何か物足りない。そこで、当

館に羊の字を持つ社名・団体名の社史は無いだろうかと思い立ったことがきっかけです。 

これからも様々な観点で社史の魅力を追究していきたいと思います。来年の申年も試案中です。 

 


